
高泊地区新規公共交通導入支援事業について 

 

１ 事業の目的 

コミュニティバス「高畑・高泊循環線」の市民病院より西側の高泊地区におい

て、利用者や地元の皆様のご意見をお伺いし、利用者数の増加や利便性の向上な

どにつながるよう、よりよい交通手段への転換を行う。 

 

 

２ 高畑・高泊循環線の現状 

以前は船木鉄道の路線バス（高泊線）が運行していたが、利用の低迷により運

行廃止。２０１０年１０月から市のコミュニティバスとして運行開始。 

 

・運行日数 ７日（毎日） 

・運行便数 平日６．５往復、土日祝５往復 

・運行形態 定時定路線運行 

・運  賃 距離制運賃（例 高泊公民館⇔小野田駅：300 円） 

・車  両 バス車両（日野ポンチョ） 

・利用状況 上り（公民館→駅）６人／日、下り（公民館→駅）３人／日 

      ※１便当たりの利用者数最大２名、０人の便もあり。 
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３ 進捗状況及び今後の予定 

５月 ～ ７月：プロポーザルにより事業者決定（株式会社バイタルリード） 

７月～１０月：基礎調査及び自治会・バス事業者等へのヒアリング 

１１月１７日：高泊地区第１回意見交換会の開催 

１２月２２日：高泊地区第２回意見交換会の開催 

２月 ～ ３月：高泊地区第３回意見交換会の開催（予定） 

令和４年度 ：高泊地区の新規（改善）交通手段の導入 

 

４ 高泊地区意見交換会について 

（１）目 的 

地域に合った新しい交通手段への見直しを検討するため、住民と意見交換会

を実施する。 

第１回目は、地域での困りごとや要望等の聞き取り、第２回目は、第１回意見

交換会での意見を踏まえた具体的な見直し案の提示を行い、地元自治会や利用

者との意見交換を行う。 

（２）参加者 

自治会長、福祉員、民生委員、バス利用者 等 

第１回目：１８人  第２回目：１７人 

（３）主な意見 

・現在は国道沿いのスーパーや医療機関に行く便がない。 

・車両を小型化しても地域にしっかり入ってくれる路線が良い。 

・主なターゲットは高齢者である。交通機関がないため、免許返納できない。 

・運行方法はデマンド交通が望ましい。 

・運行日は週３回、月水金でよい。 

  



令和3年12月22日

第1回意見交換会の結果を踏まえた
高泊地区の見直し案について
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1. 意見交換の趣旨と想定スケジュール 2

＜意見交換の趣旨＞

・高畑・高泊循環線は、現状では地区の移動ニーズに合致せず、利用者が少ない状

況

・地域の移動ニーズを踏まえた見直しを行い、便利で持続可能なサービスへ

＜想定スケジュール＞

・今年度中に地区住民の意見を踏まえ、見直しの概要を整理

・2022年10月の見直しに向けて、交通事業者や沿線関係者と調整を行い、詳細計

画を作成



2. 第1回意見交換会の結果概要 3

• 目的地となる国道沿いのスーパーや医院に今のバスでは行けない

• バス停までが遠く利用が難しい（特に西の郷、上の郷、青葉台） 等

※詳細は別紙参照



2. 第1回意見交換会の結果概要 4

まるき神田店

西村内科医院

アルク小野田店

JR小野田駅

山陽小野田
市民病院

山陽小野田
市役所

主なバス路線

高畑・高泊循環線（現行）

主な移動の目的地

バス停までが遠い集
落の存在（西の郷、
上の郷、青葉台等）

既存路線から離れた
目的地の存在

項目 内容

週運行日数 7日（毎日）

日運行便数
平日：6.5往復

土日祝：5.0往復

運賃
距離制運賃

高泊公民館⇔小野田駅：300円



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 5

見直しの基本コンセプト

①ターゲットは高齢者を中心とした高泊地区の住民の買い物・通院

②高泊地区の住民の主な移動の目的地となる国道沿いのスーパー等への移動確保

③より集落に近い場所での乗降の実現（そのために車両を小型化）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 6

見直し案

案１：定時定路線型 案２：予約（デマンド）型

・利用者の有無にかかわらず、予め定め
られたルートを定められた時刻に運行

・利用者は運行ルート上に設置された停
留所で乗降

・予め定められたルートはなく、予約が
あった時に必要なルートのみ運行

・運行方法の詳細については、いくつか
パターンあり（乗降場所の有無、時刻
表の有無等）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 7

JR小野田駅

主なバス路線

高畑・高泊循環線（現行）

主な移動の目的地

案１：定時定路線型

山陽小野田
市民病院

まるき神田店

西村内科医院

アルク小野田店

山陽小野田
市役所

既存路線でバス停ま
で遠い地区への経路
設定

既存路線から離れて
いる目的地への経路
設定

※運行経路や停留所は今後要調整

項目 内容

週運行日数 ３日程度

運行時間帯
9時頃～16時頃

（4.0～5.0往復程度）

運賃 均一運賃（200円程度）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 8

案１：定時定路線型

類似事例 おごおりサルビア号（山口県山口市）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 9

案１：定時定路線型

類似事例 なでしこ号（山口県宇部市）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 10

まるき神田店

西村内科医院

アルク小野田店

JR小野田駅

山陽小野田
市民病院

山陽小野田
市役所

案２：予約（デマンド）型

乗

乗

乗

降

降

降

主なバス路線

高畑・高泊循環線（現行）

主な移動の目的地

既存路線でバス停ま
で遠い地区への乗降
設定

既存路線から離れて
いる目的地への乗降
設定

項目 内容

週運行日数 ３日程度

運行時間帯 9時頃～16時頃

運賃 均一運賃（300円程度）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 11

案２：予約（デマンド）型

類似事例 殿様号・姫様号（山口県山陽小野田市）



3. 第1回意見交換会の結果を踏まえた高泊地区の見直し案 12

案２：予約（デマンド）型

類似事例 シータク（岡山県玉野市）



4. 見直し案のメリット・デメリット 13

案１：定時定路線型 案２：予約（デマンド）型

メ
リ
ッ
ト

・事前予約が不要のため、思いついたときにす
ぐ利用が可能

・予め定められたルートを定められた時刻に運
行するため、サービスがわかりやすい

・予約があった時に必要なルートのみ運行する
ため、迂回が少なく所要時間が比較的短い

・1運行あたりの所要時間が短いため、一定の
時間帯の間に比較的多くの便を運行すること
が可能

デ
メ
リ
ッ
ト

・利用者の有無にかかわらず、予め定められた
ルートをすべて回るため、迂回が多く所要時
間が長い

＜現在＞ 高泊公民館→小野田駅：約16分

＜案１＞ 高泊公民館→小野田駅：約37分

・1運行あたりの所要時間が長いため、一定の
時間帯の間に運行できる便が少なくなる

・利用にあたり、電話等で事前予約が必要
・予約があった時に必要なルートのみ運行する
ため、サービスがわかりにくい

※自宅前まで運行する場合（乗降場所を設定しない場
合）は、名前・住所等の事前登録が必要




